
施策名 施策
コード

二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

0501 - 義務 各種審議会運営費 －
各美術館協議会の運営に要する経
費（近代・旭川・函館・帯広）

文化財・
博物館
課

1,518 1,518 0.1 0.0 0.1 2,299
現状維

持
－ － － － － － － －

現状維
持

0504 - 一般
指定管理者制度導入施設に係る管
理費用（北方民族博物館、文学館、
釧路芸術館）（負担金）

⑧
北方民族博物館、文学館、釧路芸
術館の管理・事業費等

文化財・
博物館
課

399,437 398,293 12.8 0.0 12.8 499,405 ②
改善
（指標
分析）

・新型コロナによる休館の影響で入
館者数が減
・本道の美術文化の振興を図るた
め、より魅力的な展覧会等の開催
や展覧会の情報等を動画で配信す
るなど、取組を推進。

－ ⑤ ②
道全体として取り組むべき課題であ
ることから、道の施設の管理者にも
取組を促す予定

－ ⑥ ②
道全体として取り組むべき課題であ
ることから、道の施設の管理者にも
取組を促す予定

－ －

指定管理者に対し、温室効果ガス
排出削減に向けた取組やＩＣＴを活
用した利用者の利便性向上のため
の取組を求めるなど、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

改善
オンライン上での作品鑑賞や連携館の紹介な
ど、鑑賞機会と情報発信の充実に努める。

○ ○

指定管理者に対して、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、電力コストの削減などが確実に
取り組まれるよう、指導助言に努め
る。

0505 - 一般
指定管理者制度導入施設に係る管
理費用（北方民族博物館、文学館、
釧路芸術館）（直営分）

⑧ 北方民族博物館、文学館、釧路芸
術館の管理・事業費等

文化財・
博物館
課

471 471 0.0 0.0 0.0 471 現状維
持

学芸員の本来業務に要する経費で
あり今後も必要。

－ ④ ② 今後可能な範囲で調査等の電子化
を検討

－ ⑥・⑦ ② 今後可能な範囲で調査等の電子化
を検討

－ － 現状維
持

○ ○

0427 - 一般 青少年芸術劇場費 ① 本物の舞台体験事業（文化庁事業）
及び北海道巡回小劇場に係る事務

社会教
育課

1,172 1,172 0.2 0.3 0.5 5,077 現状維
持

引き続き、青少年を対象に優れた舞
台芸術の鑑賞機会を提供し、芸術
文化の振興に資する必要があるた
め。

－ ④ ① 申請資料及び通知等を電子媒体で
やりとりしている。

－ ⑦ ① 申請資料及び通知等を電子媒体で
やりとりしている。

○ ① 申請資料及び通知等を電子媒体で
やりとりしている。

現状維
持

0507 - 維持費 美術館維持運営費 ⑤

・近代美術館の維持運営費
・旭川美術館の維持運営費
・函館美術館の維持運営費
・帯広美術館の維持運営費
・三岸好太郎美術館の維持運営費

文化財・
博物館
課

450,511 447,137 1.0 15.0 16.0 575,471 現状維
持

美術館の維持管理に要する経費で
あり今後も必要。

－ ①
② ② 必要に応じて、更なる省エネ設備等
の導入等を検討。

－ － － － － 現状維
持

○

0513 - 一般 美術館事業費 － 道立美術館５館の事業費等
文化財・
博物館
課

112,619 35,601 1.0 22.1 23.1 293,030 ②
改善
（指標
分析）

・新型コロナによる休館の影響で入
館者数が減
・本道の美術文化の振興を図るた
め、より魅力的な展覧会等の開催
や展覧会の情報等を動画で配信す
るなどの取組を推進。

・普及啓発事業における啓発資材
のペーパレス化・電子化やオンライ
ン開催によるCO2削減や啓発対象
の拡大に向けた取組の促進など、
ゼロカーボン北海道及びSociety5.0
の推進に向け、事業内容を検討す
ること。

・会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

改善
会議等のオンライン開催や広報・教育普及事業
等の電子化を可能なものから実施する。

・展覧会やイベントなど普及啓発事
業の充実のため、啓発資材の電子
化及び公開を図ることで事業の効
果を高め、来館者に加え来館者以
外の道民への普及効果の向上を図
る。

・展覧会や普及事業など美術館事
業に係る会議等について、オンライ
ンの活用を図るよう各美術館に周知
することにより、環境負荷及び感染
症リスクの低減を図る。

1 一般 展覧会事業 ① 84,363 21,444 － ④ ②

他自治体、関係施設・団体等への
配布・掲示用ポスター・チラシにつ
き、すべて電子媒体で配布はするこ
とは難しいが、今後、検討、

－ ⑥ ② 電子データにより展覧会資料等によ
るペーパーレス推進を検討

○ ② 電子データにより展覧会資料等によ
るペーパーレス推進を検討

○ ○ ○

2 一般 教育普及事業 ① 5,372 720 － ④ ②
ワークシート等のペーパーレス推進
を検討

－ ⑥ ②
タブレット等活用によるペーパーレ
ス推進を検討

○ ②
タブレット等活用によるペーパーレ
ス推進を検討

○ ○ ○

3 一般 調査研究資料収集事業 ③ 1,273 789 － ④ ②
今後可能な範囲で調査等の電子化
を検討

－ ⑥・⑦ ②
今後可能な範囲で調査等の電子化
を検討

○ ②
今後可能な範囲で調査等の電子化
を検討

○ ○ ○

4 一般 地域学校連携 ① 5,871 1,080 － ④ ②
可能な限りオンラインでやりとりを実
施を検討。

－ ⑥ ②
可能な限りオンラインでやりとりを実
施を検討。

○ ②
可能な限りオンラインでやりとりを実
施を検討。

○ ○ ○

5 一般 親子ふれあい芸術体験事業 ① 836 580 － ④ ②
他自治体、関係施設・団体等への
配布・掲示用・チラシにつき、電子媒
体での配布は難しいが、今後検討。

－ ⑦ ②

他自治体、関係施設・団体等への
配布・掲示用・チラシにつき、電子媒
体での配布は難しいが、婚儀、検
討。

○ ②

他自治体、関係施設・団体等への
配布・掲示用・チラシにつき、電子媒
体での配布は難しいが、婚儀、検
討。

○ ○ ○

6 一般 収蔵作品選定協議会 ② 90 90 － ④ ②
タブレット等を活用し、ペーパーレス
会議の実施を検討

－ ⑥ ②
タブレット等を活用し、ペーパーレス
会議の実施を検討

○ ②
タブレット等を活用し、ペーパーレス
会議の実施を検討

○ ○ ○

7 一般 収蔵作品特別緊急修復事業 － 6,385 6,385 － － －
（単なる収蔵作品の修繕に関する経
費であるため）

－ － －
（単なる収蔵作品の修繕に関する経
費であるため）

－ －
（単なる収蔵作品の修繕に関する経
費であるため）

8 一般 文化観光推進協議会 － 516 0 － － － Ｒ３末事業修了 － － － Ｒ３末事業修了 － － Ｒ３末事業修了

9 一般 来館者サービス向上事業 ① 3,400 0 － ④ ②
デジタル機器活用による来館者
サービス向上も検討

－ ⑥ ②
デジタル機器活用による来館者
サービス向上も検討

○ ②
デジタル機器活用による感染防止
対策を実施する

○ ○ ○

10 一般 事業運営費 ② 4,513 4,513 － ④ ②
展覧会等事業を実施するための経
費であり、オンライン等の活用は今
後検討。

－ ⑦ ②
展覧会等事業を実施するための経
費であり、オンライン等の活用は今
後検討。

○ ②
展覧会等事業を実施するための経
費であり、オンライン等の活用は今
後検討。

○ ○ ○

0514 - 事務
博物館登録等博物館事務、学芸員
資格・講習会等事務

－
博物館登録等博物館に関する事
務、学芸員資格・講習会等に関する
事務

文化財・
博物館
課

0 0 0.1 0.0 0.1 781
現状維

持

博物館登録事務は博物館法により
都道府県教委が実施することとなっ
ている。また、文化庁が毎年度実施
する学芸員資格認定（審査認定）や
講習会等において都道府県教委の
関与（推薦書発行等）が必須となっ
ている。

－ － － － － － － －
現状維

持

0523 - 一般 「アートギャラリー北海道」推進事業 －
道内美術館等の連携による所蔵作
品の相互紹介やイベント事業、PR
活動を展開する

文化財・
博物館
課

6,572 4,463 1.0 2.0 3.0 30,002
現状維

持

引き続き、美術館機能の充実と若
手作家などの人材育成を図るため
に、美術館等の連携による取組を推
進。

普及啓発事業における啓発資材の
ペーパレス化・電子化やオンライン
開催によるCO2削減や啓発対象の
拡大に向けた取組の促進など、ゼロ
カーボン北海道及びSociety5.0の推
進に向け、事業内容を検討するこ
と。

現状維
持

展覧会やイベントなど普及啓発事業
の充実のため、啓発資材の電子化
及び公開を図ることで事業の効果を
高め、来館者に加え来館者以外の
道民への普及効果の向上を図る。

1 一般 連携展 ① 3,120 2,030 － ④ ②

他自治体、関係施設・団体等への
配布・掲示用ポスター・チラシにつ
き、すべて電子媒体で配布は難しい
が、今後、検討、

－ ⑥ ② 電子データにより展覧会資料等によ
るペーパーレス推進を検討

○ ② 電子データにより展覧会資料等によ
るペーパーレス推進を検討

○ ○ ○

2 一般 若手作家紹介展 ① 3,452 2,433 － ④ ②

他自治体、関係施設・団体等への
配布・掲示用ポスター・チラシにつ
き、すべて電子媒体で配布は難しい
が、今後、検討、

－ ⑥ ② 電子データにより展覧会資料等によ
るペーパーレス推進を検討

○ ② 電子データにより展覧会資料等によ
るペーパーレス推進を検討

○ ○ ○

0780 - 一般 児童生徒文化活動奨励事業費 ② 全国高等学校総合文化祭の引率教
員旅費の措置

高校教
育課

8,149 8,149 0.1 0.0 0.1 8,930 現状維
持

学校教育の一環として行う部活動に
ついて、全ての学校を対象とする組
織化された大会への引率業務に係
る旅費は公費で措置する必要があ
るため。

－ ④ ① 引率に係る打合せや情報共有をオ
ンラインで実施

－ ⑥ ① 引率に係る打合せや情報共有をオ
ンラインで実施

○ ① 一部文化祭の開催をオンラインで実
施

現状維
持

0528 - 一般 社会教育施設感染症対策事業費 －
社会教育施設における感染症対策
のために必要な衛生用品の整備に
要する経費

文化財・
博物館
課

4,744 0 0.1 0.0 0.1 5,525 終了
引き続き、新型コロナウイルス感染
症の対策が必要であることから、今
後の実施については、別途検討。

－ － － － － － － － 終了

0529 - 一般 近代美術館リニューアルＰＦＩ事業費 －
築後43年が経過した近代美術館に
係るPPP／ＰＦＩ手法による施設整備
の検討に要する経費

文化財・
博物館
課

9,212 9,212 0.5 0.0 0.5 13,117 終了

・PPP/PFI手法の検討に当たって、
改修や改築などの施設整備方針を
決定する必要があるが、長寿命化
診断の結果、改修不適となり、施設
整備方針の決定に時間を要するた
め、一旦終了とする。
・施設整備方針決定後、改めて
PPP/PFI手法導入の検討を行う。

－ － － － － － － － 終了

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

令和３年度　事務事業評価調書 11102

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

芸術文化活動の推進

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

1／2 11102



二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

0530 - 一般 美術品収集費 －
継続的な美術作品の収集のため、
北海道美術品取得基金の買戻しに
要する経費

文化財・
博物館
課

10,000 10,000 0.2 0.0 0.2 11,562 現状維
持

継続的な美術品収集は公立美術館
活動の根幹であり収蔵計画に沿っ
た作品を購入できる体制の維持は
必要。

－ － － （美術品取得基金の買い戻しに要
する経費のため）

－ － － （美術品取得基金の買い戻しに要
する経費のため）

－ － （美術品取得基金の買い戻しに要
する経費のため）

現状維
持

0 1,004,405 916,016 17.1 39.4 56.5 ■令和４年度　新規事業

文化施設管理費外(社会教育施設感染症対策事業費)

計

2／2 11102


